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 図書館と社会教育の間で最初におきた軋轢としては 1934 年の附帯施設論争がある。本稿では戦後
を中心にみるが、この附帯施設論争は戦後以降にも影響を与えているため概観する。 
 これは、当時石川県立図書館館長であった中田邦造と文部省の官僚であった松尾友雄の間でおきた
論争である。この論争は、1933 年に図書館令が改正され、下記の第 1 条が問題提起されたことをきっ









が読み取れるかという点を問題視している。第 1 項を図書館の本務とした場合には、第 1 項が本質的
な社会教育と見なし、第 2 項は第 1 項に関する附帯的な事業をも認めると解釈することができうる。
190 稚内北星学園大学 
 

















































である第 1 条第 1 項について述べたと勘違いしているのではないかと述べている。そして松尾は図書
館の本務に関しては中田の主張に対して異見を持たないとも述べている。 
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 上記は 1969 年に『図書館雑誌』上で「公共図書館の社会教育的機能」と題した特集の中での平野
の理論をまとめたものだが、この際には平野の他にも前川らが論じている。同年、平野は『図書館界』
公立図書館における「社会教育」をめぐる議論・見解に関する研究  

















































 また、背景には 1960 年代後半から 1970 年代にかけて行われた東京都の中期計画に関しては図書館
を量的に増加させた政策が存在する。中期計画で図書館が登場したのは 3 年目からとなる(38)。この時
には図書館振興政策プロジェクトチーム(以下、チーム)が組まれている。チームが組まれたきっかけと
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● 英文タイトル 




【Introduction】Intermittent arguments and views of adult and community education toward 
public libraries continued after the Library Law and Social Education Law has found respectively 
in postwar. On the other hand, few researches which only from the viewpoint of library has 
conducted. 
【Purpose】This paper focuses on arguments and views for adult and community education in 
public libraries from constitution of the Library Law (1950) to 1970s (before the introduction of 
lifelong learning concepts), through literature survey to analyze and discuss about specific issues 
and factors. 
【Methods】This paper adopts literature searching that targets at library’s and adult and 
community education’s journals at relevant ages. The number of targeted journal’s articles are 94. 
Besides paper researches of relevant books and papers has conducted. 
【Results】Arguments and views are narrowed down to following points. 
(1) concepts of adult and community education or education per se 
(2) organizational education or learning 
(3) social education administration and community center 
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